
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【活動の概要・趣旨】 

 

・ 世界遺産である姫路城では、天守閣のそばまでは車いすを使ってなんとかたどり着ける

が、天守閣内は車いすの使用はできない（姫路城ＨＰの説明より）。 

・ 施設や当事者団体等への聞き取りでも、最重度の身体障害の方が天守閣の最上階まで登

ったという話しは（組織的な動きとしては）聞いたことがなく、何よりも「登れないもの

だ」と思い込まれている状況である。 

・ かつての目的（軍事施設）とは異なり、不特定多数を対象とする文化施設・観光施設と

なった現在でも、特定の障害がある場合には登城が極めて難しい状況である。 

・ このことについて、関西福祉大学社会福祉学部の 2年生を対象とした授業（フィールド

ワーク中心）で問題提起をしたところ、「本当にダメなのか、検討してみよう」として、

登城に向けたプロジェクトが学生主体ではじまった（2017 年 4 月～）。 

 

 

 
 
・ 最重度の身体障害（肢体不自由）で天守閣登城を希望される方に対し、考えられる介助

方法を駆使して学生が行い、天守閣の最上階からの景色を楽しんでもらう。 
・ 同時に、大手門外において、登城を終えた観光客に対し、「どうしたら障害の有無に関

わらず全ての人が登城できるか」について街頭アンケートを実施し、文化行政担当の視点

ではなく、一般の方々の障害者の社会参加と遺産についての価値観を探る（日本語・英語・

中国語・韓国語のアンケートを用意し、文化圏等による差異があるかについても調査）。 
・ これら一連の活動についてまとめ、障害者の社会参加の際の社会的障壁とは何かについ

て、社会に投げかけていく。 
 
 

 

「最重度の障害があっても姫路城天守閣に登ろう」 Project 
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【実施予定日】 
 
 2017 年 11 月 11 日（土）： 午後登城予定（アンケート実施も同時刻） 
 
【参加者】 
 
・ 登城希望者 ： 最重度の身体障害者 3 名 （長期間施設に入所されている方） 
・ 支援スタッフ： ①登城支援班     16 名 （社会福祉学部 2 年生） 
          ②アンケート班 10 名 （社会福祉学部有志） 
          ③技術指導 4 名 （施設職員 3 名＋看護師 1 名） 
          ④その他 3 名 （大学教員・希望者のご家族等） 
 
  注） 最重度の方を天守閣内の 6 層の階段の昇降を人力で介助し、かつ屋内移動を車いすなしで介助

しようとした場合、希望者 1 名に対し、最低でも支援スタッフが 5－6 名必要となることが検討過

程で明らかとなり、結果的に本プロジェクト初年度は、希望者（1 施設で 9 名が希望）に対し、3

名の方の支援しか実現できない。 

     今回、希望に添えなかった方に対して、また、希望を聴取した施設以外の方からの今後の希望

に対しては、翌年度以降も本プロジェクトを継続して実施予定 

 
 
【準備状況及び今後の予定等】 
 
2017 年 4 月  検討開始 
2017 年 6 月  現地視察（姫路城・比較のため大阪城）－ 別紙写真あり 
2017 年 8 月  希望聴取 
2017 年 9 月  希望者と学生のマッチング・介助訓練 － 別紙写真あり 
2017 年 10 月 垂直移動訓練（消防レスキュー研修） － 別紙写真あり 
    アンケート用具等準備 － 別紙イメージ 
2017 年 11 月 上旬 ： 最終マッチング及び実地を想定した移動支援の試行 
   11 日 ： 登城・アンケート開始 
2017 年 12 月 16 日 ： 活動報告会 
 
 
 
 
 



 
①支援学生（社会福祉学部 2年生） 

 
②大阪城周辺視察（比較検証のため） 

 
③大阪城天守閣内エレベータ 

 
④大阪城天守閣最上階 

 
⑤姫路城の急坂と段差 

 
⑥姫路城の急坂と段差 

 
⑦姫路城天守閣内の階段 

 
⑧姫路城天守閣内の階段 

2017 年 4 月～10 月 14 日までのゼミでの取り組み状況 



 
⑨希望者の介助方法の指導 

 
⑩希望者の介助方法の指導 

 
⑪救急搬送訓練受講 

 
⑫救急搬送訓練受講 

 
⑬救急搬送訓練受講 

 
⑮階段搬送訓練受講 

 
⑭階段移送訓練受講 

2017 年 4 月～10 月 14 日までのゼミでの取り組み状況 



【街頭アンケート（パネルアンケート）の項目（予定）】 

 

 
街頭アンケート（パネルアンケート）のイメージ 

 

全体の傾向とともに、 
文化圏による違いがあ

るかについても集計・分

析（今回は年齢による違

いを探ることは困難） 

2017 年 4 月～10 月 14 日までのゼミでの取り組み状況 


